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・ワークショップ 

   提案 2030 年の「未来の教室・授業」 

    コンセプト  2030 年を見据えた未来の教室では、企業が提案するシステムやコンテンツ

をどのように活用して「こんな学習環境を作ることができる」「こんな授業

ができそうだ」などの内容で、学生が主体となりプレゼンを実施する。それ

に関して、現役教員から「現実的な視点」で意見をもらい、共に未来の教室

環境や授業について考える時間とする。 

 

A ブース：「kocri(コクリ)」チーム（DIS)   

B ブース：「学習者用デジタル教科書」チーム（光村図書）  

C ブース：「情報活用能力の基礎づくり」チーム（RISO)  

D ブース：「思考を深めるアプリ」チーム（スズキ教育ソフトのアプリを活用） 

E ブース：「電子黒板」チーム（エプソンのシステムを活用）  

 

  

 

 ・対談 

   「これからの教育に向けて 〜授業をアップグレード〜」 

 

講師： 佐藤 幸江 教授（金沢星稜大学） 

中川 一史 教授（放送大学） 

                   

 

 


